
院内感染対策に関する取り組み事項 
 

 

青森労災病院では、患者さんと職員を院内感染から守るため、 

以下のような取り組みをしています。 

 

 

1．院内感染対策委員会を設置し、院内感染防止に対する取組みの 

方針を決定し、推進しています。 

 

2．院内感染対策チームを組織し、感染予防、感染症の制圧のため 

院内巡視、現場への指導、サーベイランスなどを行っています。 

 

3．微生物の検出状況に基づき、感染情報レポートを作成し、感染が 

拡大しないよう対策をとっています。 

 

4．感染対策についての研修会を定期的に開催し、職員の教育を 

行っています。 

 

5．特定の抗菌薬の使用を届出制にし、適正使用を推進しています。 

 

6．手洗いや手指消毒薬による手指衛生を励行しています。 

 

7．職員から患者さん、患者さんから職員への感染を予防するため、 

職員、および必要により患者さんに感染症の検査、ワクチン接種 

などを行っています。 

 

8．本取り組み事項は院内に掲示し、患者さんおよびご家族の方など 

から閲覧の求めがあった場合はこれに応じます。 
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